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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

85,006 0

文化財保護審議会の開催 文化財保護審議会の開催 文化財保護審議会の開催 文化財保護審議会の開催

210,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

文化財保護審議会の開催

文化財関係の会議、調整

文化財の指定および解除

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

210,000 210,000

0

決算額

国支出金

210,000

116,942

5,000

138,871

0

単位：円

205,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

5,256,134 5,294,530

5,115,213 5,206,608

0.65

事務事業評価表
１．基本事項

0.65 0.60

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

一般事務経費

文化財保護を目的とした審議会の開催や、文化財関係の会議、調整等を行う。また、文化財の指定や解除を行う。

対象
※誰・何を対象に

審議委員

区分 款

手段
※どのように

文化財の保護と適正な管理をする。

成果
※何を求めるか

文化財の適切な保護を目指す。

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

0

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト 1 渋沢栄一を核としたひとづくりプロジェクト

0

2,050 1,950 810 1,140

207,000

0 0 0

85,006

区分

大項目

小項目

2

文化財保護審議会の開催や文化財関係の会議、調整、文化財の指定や解除を行うものである。

県支出金 0 0 0 0 0

文化財費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会教育費

文化財全般の保護

0

5,171,263 5,935,518

5,086,257 5,725,518

0.60 0.65

85,972

0

87,922

令和5年度 令和6年度

5,050,287

4,933,345

令和08年06月19日(金)

令和9年度

深谷市文化財保護条例

■ □

116,132 83,866

文化振興課 担当係 文化財保護係 管理番号 74111文化財保護事業

次代を担う人と文化を育むまち

郷土の歴史・文化の継承と活用

令和7年度

教育費

140,921

文化財保護審議会の開催

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
文化財保護審議会を２回開催し、市指定文化財の指定範囲の確定・現状変
更等についての調査及び審議を行った。また、県及び文化財団体の会議等
に参加し、文化財の保護や適正な管理に努めた。

指標名

市指定文化財数

文化財の指定を行った数

目標値

実績値

文化財の解除を行った数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

評価評価の観点区分

0.00 0.001.00

1.00 0.00
件

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標１

成果指標２

単
位

回

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

目標値は設定しない

区分

文化財保護審議会開催回数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標３

実績値の算出式

実績値

目標値

248.00

文化財所有者の管理義務等から目標値は設定しない

実績値の算出式

249.00 248.00 248.00

0.00
件

　

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 文化財保護係長　深町　裕子

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

埋蔵文化財事務の効率を図るために、WebGISシステムに遺跡台帳を登録
し、埋蔵文化財の管理を行っているが、紙台帳とWebGISシステムのデータ
に若干の差異が生じている。今後も引き続き、WebGISシステムへのデータ
及び管理方法を協議し、整合を図る。

A

B

市指定文化財数２４８件であり、指定や解除はなく適切に文化財を保護す
ることができた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 文化財保護係長　深町　裕子

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

文化財所有者の管理義務等から目標値は設定しない

0.00 0.00

　

令和
7年度

令和
8年度

2.00

件

3.00

目標値は設定しない

2.00 2.00


